
　　　　令和７年度　学校評価シート 令和８年３月

津和野町立津和野中学校

改善計画

　学校教育目標　：　『　自分に向き合い、自分を高め、他者とつながる生徒の育成　』　　～　とことん自分　とことん仲間　～

目指す生徒像：「自立に向かう生徒」①ふるさとを愛し、貢献しようと新たな価値を生み出そうとする生徒…【創造】②共に支え合い、磨き合う生徒 …【友愛】③主体的に行動し、目標に向かって粘り強く取り組む生徒…【勉学】④心身を鍛え、よりよい生活習慣を身に付けようとする生徒…【清楚】

重点
項目

短期目標 達成のための方策 評価
対象

評価項目（評価結果）　　*1　*2
自　　己　　評　　価 学校関係者評価

重点
項目

短期目標 達成のための方策 評価
対象

評価項目（評価結果）　　*1　*2 評価
*3 結果の説明（●）と課題（▲） 改善策（★）

評価
*4 コメント（◆）

生徒
○総合的な学習で、地域の方と関わりながら積極的に取り組んでいる。（3.5）
○総合的な学習などを通して、地域のことを考えている。（3.6）
○ツワトーク（１年生は学習版ツワトーク）を通して、自分の今の生活や将来のことを考えている。（3.5）

保護者 ○学校は、地域との関わりを大切にして、ふるさと教育やキャリア教育に取り組んでいる。（3.0）

職員
○地域との関わりを大切にした教育計画を立てている。（3.8）
○活動ありきではなく、ねらいを意識した指導を心がけている。（3.3）

生徒
○互いに協力し、励まし合い、助け合いながら学校生活を送っている。（3.5）
○話合い活動を通して、自分や仲間の課題を解決しようとしている。（3.3）
○友だちのいいところを発見できている。（3.6）

保護者
○学校は、集団で活動する場面を設け、支え合う仲間づくりに取り組んでいる。（3.1）
○子どもは、互いに協力し、励まし合い、助け合いながら学校生活を送っている。（3.2）

職員
○学級や生徒会の活動の充実等による集団づくりを行っている。（3.4）
○話合い活動を意図的に取り入れている。（3.7）
○集団活動を通して、生徒に所属感を持たせたり一人ひとりの自己肯定感を高めたりしている。（3.6）

生徒
○困ったことや悩みなどを先生やスクールカウンセラーに相談して解決しようとしている。（2.8）
○先生やスクールカウンセラーは話をよく聴いてくれる。（3.6）

保護者 ○学校は、生徒の理解に努め、適切に指導・支援している。（3.1）

職員
○生徒理解に努め、生徒に言葉をかけたり相談を受けたりしている。（3.4）
○ケース会議等を通して、適切な生徒指導支援の方策を考えている。（3.4）

生徒
○自分を顧みて、努力すべきことが何か分かっている。（3.7）
○挑戦を意識し、自分の目標の達成に向けて粘り強く努力している。（3.1）

保護者 ○家庭で、子どもの自立向上につながるような適切な支援や働きかけを行っている。（3.0）

職員 ○生徒の自立を促すような適切な支援や働きかけを意図的に行っている。（3.3）

生徒 ○先生は分かりやすい授業になるよう工夫している。（3.7）

保護者 ○学校の授業や学習指導は適切である。（3.0）

職員
○授業研究等の実践を通して授業改善に努めている。（3.3）
○研修計画に沿った研修を進めている。（3.9）

生徒

○授業や家庭学習等で、学習用端末を自分の学びに活用できている。（3.5）
○宿題や自学に取り組むことで、学習習慣が身についてきている。（3.1）
○友だちや先生のアドバイスなどを参考にして、自分の学習方法を工夫している。（3.2）
○定期テストに向けて自己目標を達成するために、計画的に取り組むことができた。（3.0）

保護者
○学校は宿題の出し方や学習評価を工夫し、学力の定着や家庭学習の習慣化に向けて取り組んでいる。（2.9）
○子どもは、自分なりに家庭学習に取り組んでいる。（3.0）
○家庭で、子どもは学校の学習用端末を学習に活用しようとする様子が見られる。（3.1）

職員
○自学ノート等の活用により、家庭学習の確立に向けた指導を行っている。（2.8）
○生徒の学習意欲の向上につながるような評価の工夫を図っている。（3.2）
○一人ひとりの生徒の状況を把握し、学習方法について助言している。（3.2）

生徒 ○朝読書の時間や学校図書館を利用して、本を読んでいる。（2.7）

職員
○朝読書を通して、生徒に対する読書活動を促している。（2.8）
○読書の意義や学校図書館の活用方法等について指導している。（2.8）

生徒 ○明るい挨拶をするよう心がけている。（3.4）

保護者 ○学校は、明るいあいさつが習慣化するよう積極的に取り組んでいる。（2.9）

職員 ○明るい挨拶の習慣化に取り組み、また、習慣化に向けて指導している。（3.1）

生徒 ○生活リズムを整え健康に気をつけて生活している。（3.1）

保護者
○家庭で、子ども自身が生活リズムを整え、健康に気をつけて生活するように言葉かけをしている。（3.2）
○メディアとのつき合い方について、子どもと話合いをしている。（3.0）

職員
○望ましい生活習慣の定着に向けて計画的な指導、啓発が行われている。（3.2）
○メディアとの上手なつきあい方の指導が計画的に行われている。（3.1）

生徒 ○先生は、適切な指導や支援、アドバイス等をして、自分が頑張れるようにしてくれていると思う。（3.5）

保護者 ○職員は、生徒一人ひとりを大切にした言葉かけをしている。（3.0）

職員 ○生徒職員一人ひとりの人権を大切にした教育活動や学校運営が行われている。（3.8）

2)組織的な学
校運営の推進

○「報告・連絡・相談」を密
にした組織的・協働的な対応

職員

○職員の同僚性や協働性を生かした学校運営が行われている。（3.7）
○ＩＣＴ活用、校務のＤＸ化が進んでいると感じる。（3.8）
○ＩＣＴ活用、校務のＤＸ化を進めることで業務を効率的に行っている。（3.3）
○「報告・連絡・相談」を密にした組織的な学校運営が行われている。（3.6）
○教育目標や指導方針を意識して教育活動や学校運営に取り組んでいる。（3.3）
○校務分掌の企画推進等を通して、学校経営に参画している。（3.4）
○自らの教育実践を反省し、改善・更新を意識している。（3.3）

生徒 ○学校の施設は安全できれいになっており、生活しやすい環境である。（3.5）

保護者 ○学校の施設は安全に管理され、美化整備されている。（3.2）

職員
○校舎内外の美化・整備が行われている。（3.4）
○教材備品等が利用しやすく整備され、保守管理が適切に行われている。（3.5）

保護者
○授業公開や文書などをとおして、生徒の活動の様子や学校方針などを知ることができる。（3.0）
○子どものことについて、学校に相談しやすい。（3.1）

職員
○各種通信や家庭連絡、家庭訪問等の手立てや連携がとられている。（3.4）
○保護者や学校関係者等に対して、接遇を心得て、節度ある行動や態度で関わるよう努めている。（3.6）
○外部機関やＳＣ、ＳＳＷ等との連携が適切に図られている。（3.7）

保護者 ○学校運営協議会制度やＰＴＡ活動などをとおして、学校の教育活動への参画場面が確保されている。（3.3）

職員 ○学校運営協議会制度やＰＴＡ活動等により、学校運営に地域や家庭の参画が図られている。（3.7）

(*1)２学期末にアンケート評価を実施　 　(*2)評定平均値(４段階)、目標値は各項目3.0 　　(*3)自己評価結果＝水準に対する達成度、 自己評価＝評価項目を総括したもの（Ａ＝達成、Ｂ＝概ね達成、Ｃ＝達成不十分）　 　(*4)学校関係者評価結果＝自己評価の妥当性（Ａ＝妥当、Ｂ＝妥当でない）　

Ａ

◆HAN-KOHの利用については、学習スペース（自習室）と
して開放できているが、教科学習の指導を行うことは人
的・財政的な課題があり難しい面がある。中学生と高校
生が一緒に利用する場面があり、高校生が中学生の学習
をサポートしながら一緒に学べるような体制ができるこ
とが望ましい。

◆アンケートの結果が昨年度比で評価が高くなってきて
いる傾向がみられる。学校の改善策などの取り組みが
徐々に浸透してきている結果と思われる。

◆ICT化・デジタル化が進む中で子どもたちの書く力が弱
くなっているのではないかと心配している。授業の中で
紙に書くこと、PCで打ち込むことのバランスを考えるこ
とが必要になってくる。

3)安全で快適
な環境づくり
への意識

○安全な施設管理、校舎内外
の美化・整備

4)開かれた学
校づくりの推
進

○定期的な情報発信
○家庭・地域・関係機関等と
の連携、理解や協力確保への
努力

5)持続可能な
学校運営への
着眼

○学校運営協議会導入による
学校運営の基盤整理と充実

Ａ

◆YouTubeなどの動画を見ることを否定はしないが、それ
が寝不足に繋がらないように保護者も気をつけなければ
ならない。

◆授業のなかで、聞いているだけでは眠くなることがあ
るが、互いに話す・考える活動が取り入れられているこ
とで、授業にしっかり参加できている様子が見られる。

◆健康観察で朝食や睡眠の状況を回答することで、子ど
もたちも食事・睡眠の大切さに意識を向けることができ
ている。

2)よりよい生
活習慣の定着

○メディアとの上手なつきあ
い方についての保護者との連
携

⑤
教
育
活
動
を
支
え
る
基
盤

1)人権感覚を
高め、互いに
認め合う支持
的風土の醸成

○生徒一人ひとりを大切にし
た適切な言葉かけ

Ａ

●生徒は「先生が話をよく聞いてくれる」「適切な支援やアドバイスをしてくれ
る」と高く評価しており、教員への信頼が厚い。職員も、「生徒・職員一人一人
の人権を大切にした教育活動がなされている」と感じており、日々の言葉遣いや
関わりの中で、互いを尊重する風土が形成されている。
●学年部や分掌を中心に、職員同士で自然に協力しながら業務に取り組めている
との評価が多い。管理職が些細なことも丁寧に受け止める姿勢を持っており「報
告・連絡・相談」がしやすい雰囲気が組織としての安心感につながっている。
●時間割、学校日誌、予定表、会議資料、生徒アンケートなど、校務の多くがデ
ジタル化され、業務効率化に貢献している。健康観察入力や一覧表の整備など
「便利になった」「見やすくなった」という具体的な効果が職員から挙げられて
いる。
●生徒・保護者・職員ともに、学校施設の安全性・清潔さ・美化整備について高
い評価をしている。
●授業公開や文書、通信などを通して、学校の方針や教育活動が概ね共有されて
いる。保護者は、子どものことを学校に相談しやすいと感じている割合が多く、
相談対応への信頼も得られている。

▲多くの保護者は肯定的だが「教員の言葉かけや対応に違和感を覚えた」という
声も少数ながら存在し、教員間でのスタンスや言葉遣いのばらつきが課題。
▲DX化の仕組みは整ってきたものの「知識やスキルに不安がある」「自分からは
積極的に進められない」という職員もおり、ICT活用力に差がある。
▲行事案内等の文書を生徒が保護者に渡し忘れるケースがあり「出したつもり／
聞いていない」のズレが生じている。
▲学校運営協議会制度の内容・役割について、「制度そのものを知らない」とい
う保護者もおり、参画の仕組みはあるが理解されきれていない状況がある。
▲放課後の学びの場所がほしいという意見が寄せられた。

★生徒・保護者の声を踏まえ、望ましい関わり方の事例を職員間
で共有し、短時間のロールプレイ研修や相互観察を通して実践的
に学ぶ機会を設ける。また、若手へのサポート体制を強化し、教
員一人一人が自分なりの言葉で誠意をもって思いや意図を丁寧に
伝える姿勢を大切にすることで、学校全体として一貫性のある温
かい言葉かけを実現する。

★職員アンケートに基づいたICT研修のテーマを設定し、スキル
アップや活用事例からの学びを進めていく。ICTは使いながら慣れ
ていくことも必要、使いこなせる人を増やし校内での協力体制の
充実も並行して進めていく。

★保護者との連絡ツールは、町全体での導入も検討されているた
め、町教委とのすり合わせを行っていく。マチコミ（緊急連絡用
途の認識が強い）の利用方法についても、これまで通り緊急連絡
用途にするのか、保護者宛文書を基本的にマチコミで送信する形
の常時の連絡用途にするか、今後の運用について検討し周知す
る。

★学校運営協議会制度について、PTA総会等でその仕組みについて
周知を図る。

★基本的に、放課後の学習にはHAN-KOHを利用する。年度初めに
HAN-KOHの担当者から周知をしてもらっている。入学説明会等でも
HAN-KOHの活用を案内する。

④
【

清
楚
】

1)明るい挨拶
の習慣化

○明るい挨拶の習慣化に向け
た全校体制での取組

Ａ

●生徒は「明るい挨拶を心がけている」との回答が多く、挨拶の大切さを理解し
て行動しようとする意識は高い。職員も「以前より挨拶を返してくれる生徒が増
えた」と感じており、日々の声かけの積み重ねが一定の成果をあげている。
●保護者は子どもに生活リズムや健康への配慮を促す言葉かけを意識しており、
家庭としての協力姿勢は高い。

▲「挨拶」に関して、生徒・職員・保護者の捉えは様々で、「校門付近ですれ
違っても挨拶しない」といった指摘も複数あった。
▲生活リズムを意識できている生徒が多い一方で、夜更かし・寝不足・食生活の
偏りが慢性的になっている生徒も一定数存在し、生活習慣の二極化が懸念され
る。

★「何のために挨拶をするのか」を考えさせる機会の設定。ま
た、挨拶に限らず「学校をより良くするための取り組み」を生徒
会や委員会が考える機会を設ける。

★メディアリテラシー・食生活・生活リズム等は、各教科や日々
の生徒への指導、学校保健委員会等の講演会を通して、浸透させ
ていく。

★定期テストに向けて配付される学習計画表をしっかり記入する
ことを指導することで、自分の生活を見直すきっかけとしたい。

Ｂ

●生徒の多くは、自分の課題をよく自覚し、目標を立てて粘り強く努力しようと
する意識が育っている。一方で「諦めてしまう」「継続が難しい」という声もあ
り、自己認識と実際の行動の間にギャップが存在する。保護者は家庭での自立や
向上につながる支援について8割が肯定的な回答を寄せているが、「反抗期で支
援が伝わりにくい」「家庭での言葉かけが適切か判断しにくい」など迷いや難し
さを示す声も寄せられた。
●板書・ワークシートに加え、写真や実物、ICTなどを取り入れた授業改善が、
生徒から「分かりやすい」「楽しい」として強く評価されている。質問しやすい
雰囲気や丁寧な個別対応も生徒の安心感につながっている。職員も授業研究や研
修計画に沿った実践を通して、授業改善のサイクルが回っていると捉えている。
●宿題や自学を通して学習習慣が身についてきたという生徒が多く、学習用端末
の活用も日常的に行われ、「効率的」「振り返りに使える」として肯定的に受け
止められている。

▲「努力すべきことは分かっているが、行動に移すことが難しい」という声があ
り、課題認識から行動への「橋渡し」の工夫が求められる。
▲自学ノートのの提出率や内容は、学年・個人で差が大きく、学習時間・分量と
もに不十分なケースが多い。保護者からも「課題が少なく自学が簡単に済んでし
まう」という声がある。
▲朝読書の時間に本を読む生徒は多いが、「本を用意していない」「文章が苦
手」などの理由で十分に読めていない層も一定数存在する。

★定期テストに向けて、異なるパターンの紙ベースの学習計画表
を用意して、自分に合ったものを活用できるようにする。テスト
後のアンケートで、学習計画表の活用に関する項目を追加し改善
を図る。また、学習用端末を用いて計画が立てられる（計画の修
正がしやすい）ものは、早い時期の導入を目指して検討を続け
る。

★本年度は声かけや個別の指導を再度意識しながら自学ノート毎
日１ページを継続したい。自学の方法は様々であるので自学ノー
トに限らず自分で学習方法を選んで進めるのが望ましい。一方で
自学ノートをなくすと全く家庭学習をしない生徒があらわれるの
ではないかという懸念もある。それらを踏まえ来年度は各学年の
実態に合った家庭学習の方法を主体的に選択するという案も考え
られる。年度末に自学ノートについてアンケートを実施し生徒の
状況も把握し、来年度にいかしたい。

★最低限のラインとして、５教科のプリント問題を１日１枚配付
し、翌日提出、終礼前にグループで教え合う時間をとることで、
宿題のやりっぱなしを防ぐとともに、勉強による仲間づくり（分
からないが言える関係）を目指す。

★読書活動を設定している意義の説明や読書時間を確保するため
の時間設定の工夫（学級朝礼と読書時間の入れ替え）を行う。ま
た、図書委員会で読書促進のための取り組みを検討する。

Ａ

◆大人の読書離れが進むなか、子どもたちにとって読書
のよいきっかけづくりとなるよう朝読書の取り組みの継
続が望まれる。また、これまでの朝読書の効果を検証す
ることで今後の工夫のポイントが明確になる。

◆校内に複数の図書の紹介コーナーがあり、季節や行事
に合わせた紹介が行われ、図書館司書の積極的な関わり
がみられる。充実した図書館資源を子どもたちに還元で
きると良い。

◆学習計画や課題について、生徒の実態に合わせて様々
な改善策を検討されているが、教職員にとって過度な負
担とならないように注意が必要。

2)生徒指導・
支援の充実

○生徒理解に立った、きめ細
かい教育相談の実施

③
【

勉
学
】

1)自立に向け
た姿勢づくり

○生徒の自立を促すための適
切な言葉かけ（褒め、励ま
し、諭す）
○自己決定場面の設定

2)分かりやす
い授業づくり

○授業の工夫・改善
○授業研究

3)学習習慣の
定着
学びに向かう
姿勢づくり

○生徒の意識化を図るための
宿題や自主学習の指導
○生徒の学習意欲の向上につ
ながる学習評価の工夫
○学習方法等についての学習
相談の実施

4)読書活動の
推進

○朝読書の定着と充実
○学校図書館の利用促進

★小学校・高校での総合や探究活動について、学習内容の共有を
図ることで、より深く系統的な学びを実現できる。中学校での探
究活動の在り方を再確認し、活動ありきにならないようにするこ
とで、生徒の課題への向き合い方を指導していく。

★１ヶ月前を目安に行事の事前広報を行う。また、Facebookや学
年・学級通信などを利用して活動の様子を発信する。

★生徒のポートフォリオ等をデータとして蓄積し、学習活動の改
善に役立てる。

Ａ

◆学校行事のすべての見える化は難しいが事前・事後の
情報発信を充実させ、家庭で子どもと話をするきっかけ
となると良い。

◆保護者が子どもの教育に関心をもっていることの良い
表れと捉える。

◆まとめとしての新聞づくりにそれぞれの個性が発揮さ
れていて良い活動だと思われる。
◆ツワトークへの大人側の参加の呼びかけは、安全性の
担保のため個別での依頼が妥当。

②
【

友
愛
】

1)支え合う仲
間づくり

○学級活動や生徒会活動の充
実等による丁寧な集団づくり
○学級や全校の課題解決のた
めの効果的な話合い活動（話
合いのサイクル等）の導入

Ａ

●生徒は日常の中での支え合いを実感している。保護者の多くは「励まし合って
生活している」と感じ、集団としての雰囲気を好意的に受け止めている。一方で
「心細い思いをしている人に声を掛けたいが、躊躇してしまう」というような生
徒の姿の指摘があった。職員は生徒会が主体的に活動することで全校の集団づく
りを牽引していると認識している。

▲場面によって話し合いに入りきれない層への働きかけの工夫が必要。
▲生徒会活動・全校行事の充実に対し、「学級活動が十分にできているか不安」
「係活動が形式的」という職員の声がある。
▲不安や孤立感を感じている生徒への心理的安全性の保障と躊躇なく励まし合え
る関係性を構築するための「勇気を出せる仕掛け」が必要。

★指示が伝わりにくいがゆえに参加しづらい生徒に対し、視覚的
な指示の工夫や複雑な指示をしないようにする工夫を行う。

★係活動において、積極的に取り組む生徒への励ましの声かけと
ともに、取り組みの浅い生徒へのきめ細かい指導を行い、学級集
団で生活しているという意識をもたせる。

★週に２回程度、スリンプルプログラム（関係づくりプログラ
ム）等を活用し、関わりのスキルを育てていく。また、細やかな
教育相談や複数職員での対応を心掛け、安心して学校生活が送れ
るよう環境を整える。

Ａ

①
【

創
造
】

1)ふるさと教
育・キャリア
教育の推進

○総合学習(ツワトーク、職
場体験等)の計画と実施
○学びの協働事業と連携し
た、地域のひと・もの・こと
の活用

Ａ

●生徒は地域と関わる学びが「手ごたえのある経験」になっている。保護者は地
域と連携した学習に一定の成果を感じており、「子どもにとって良い経験になっ
ている」という受け止めが広がっている。職員は外部機関との連携も効果的で、
総合学習全体の「質」への手ごたえを感じている。

▲学びの深まり・主体性に個人差が大きい。
▲具体的な活動や成長の場面が見えにくいとの指摘があり、保護者への見える化
の工夫が必要。
▲事業の改善・継続のために、生徒の振り返りの蓄積が必要。

◆行事等の様子から、１年生から３年生までが仲良く協
力的に活動している様子が伺える。

◆SCが困りごとや問題行動のあった時に初めて関わるの
ではなく、普段から関係づくりに取り組んでいること
が、子どもたちの安心感につながっている。

◆学校内と地域では、子どもたちのちがう様子が見られ
ることがあるが、場面によってきちんと使い分けができ
ていると感じている。


